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短報

ラインセンサス法において河川敷の幅が調査可能範囲に与える影響について

永田尚志

独立行政法人国立環境研究所･生物多様性研究プロジェクト．〒305-8506茨城県つくば市小野川16-2

はじめに

生息している鳥類の個体数を推定する際に,ライントランセクト･センサス法(ライン･センサス法）

やプロット･センサス法(ポイント･カウント法)などの調査方法がもちいられる(由井1997,BibbyetaL

l992,Ralphetal・’993)．個体数推定調査において観察地点からどの程度の範囲の鳥類を記録で

きるかはセンサスの対象面積やセンサスルートの設定に大きな影響をおよぼすので重要な情報で

ある.森林の鳥類センサスにもちいられるラインセンサスでは,おもに鳴き声を頼りに種や個体数を

記録していくため,植生の濃さに応じて片側25～50ｍの範囲の鳥類を記録することが多い(由井

1977,1997)．森林性鳥類においては,由井(1977)により,天候,時間,センサス幅などの様々 な条

件が,センサス結果に与える影響が考察されている.草原のような開けた環境では,遮るものがなく

遠くまで見渡すことが可能なため,200ｍまで記録可能であると言われている(Ｂｉｂｂｙｅｔａ1.1992)．

本報告では,河川敷のような開けた環境で河川敷の幅がセンサス結果におよぼす影響について考

察する．

調査地および調査方法

本研究の解析にもちいたセンサス結果は,永田ほか(2003)で行なわれた利根川下流域における

オオセッカなど湿地性鳥類を対象とした調査にもとづくものである.国土交通省が500ｍ間隔に設置

している海からの距離を示す標識をもとにセンサス区域を設定した.センサス区域は,左岸22.5～

27.0kｍ,左岸27.0～32.5kｍ,右岸16.0～22.5kｍ,右岸22.5～26.0kｍ,右岸26.0～28.0kｍ,右岸

28.0～33.0kmの６つの区間に分れている.各センサス区域に原則として２人１組の調査者を配置

し,堤防上を時速２km程度で歩きながら,センサス区域ごとに河川敷で観察された対象鳥類の個体

数を記録した.調査者は,双眼鏡(x8～xlO)をもちいて堤防から観察可能な範囲まで対象諏を記録

すると同時に,500ｍ間隔のセンサス区域ごとに河川敷の何割を調査できたかを記録し，これを調査

区のカバー率とした.センサス区間の河川敬面積を500ｍで除して，当該区間の平均河川敷幅とし
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図１．河川敷の植生幅とセンサス･カバー率の関係.回帰直線(実線)とその95％信頼限界(一点鎖線)が示さ

れている.調査者ごとにシンボルを変えて示してある．

Fig.１．TherelationshipbetweenwidthofvegGtationbetweenriverbankandedgeofwaterandcoverageof

census、Asimplelinearregressiontrendisshown(solidline)ｗｉｔｈ９５％conHdencebands(brokenlines)．

Eachsymbolshowsanindividualobserver．

た.調査日(2001年７月５日)の天候は,無風,快晴であったが，日の出から午前５時過ぎまでは霧

が深かった.センサスは,霧が晴れるのを待って,６つのセンサス区で午前５時15分に一斉に開始

し,午前９時15分までにすべての区域でセンサスが終了した.調査対象とした鳥類は,オオセッカ

LocLﾉs〔eZAmノアP";セッカ“"icoA7ル"c/小,オオヨシキリＡＣ侭ocap力aんｓａﾉzﾉ"かace“,コヨシキリＡ・

姉migたeps,ウグイスαz”か加"e,コジュリン”Z)e";z召jﾉEIssoG"sな,ヒバリ／Mｼzﾉ曲a('B"姉など，

河川敷で繁殖しているスズメ目鳥類であった.本報告は,調査方法の検討に焦点をあてるため,調

査結果の詳細および河川敷面積の算出法については永田ほか(2003)を参照して欲しい．

結果

利根川の下流域の河川敷は広大で,調査範囲における河川敷の植生帯の幅は,最も狭いところ

で19ｍ,最も広いところは400ｍを越え,平均177ｍであった.河川敷の幅が広くなるにつれて,河川

敷の一部しか記録できなかった.調査範囲のカバー率と河川敷の幅には,有意な負の相関が認め

られた(図１，ｒ２＝0.492,尺53＝51.4,Ｐ<0.0001)．調査区間によって,河川敷の植生幅が異なって

いたが,調査者Ｃと調査者Ｄは河川敷幅が200ｍを越えても１００％のカバー率を申告していた.しか

し,全体を通してみると,カバー率の調査者間による有意な違い,調査者と河川敷幅の交互作用は

認められなかった.河川敷の幅と調査区間の平均調査可能範囲の関係は図２に示してあり,破線
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図２．河川敷の幅に噌加に対する調査可能距離の反応.全域を調査可能な場合,原点を通る傾きｌの直線

（一点鎖線)上にのる．図ｌと同じく，調査者ごとにシンボルを変えて示してある．

Fig.２．ThGrelationshipbetweendetectabledistancereportedbyobsewer(i,e,thedistanceatwhichbirds

couldbedetected)duI･ingilcensusandthewidthofvegG1ationbetweenriverbankandwater，sedge,The

brokenlineshowsisolineonwhichriverbedswerecompletelycensusedbytheobservers．Eachsymbol

showsanindividualobservcr,ａｎｄｉｓｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ．’．

Iま,あらゆる河川幅で全域調査可能だった場合を示している.河川敷の幅がおよそ１００ｍまでであ

れば,調査者は,ほぼ全域の対象種を調査できたと記録していた.しかし,河川敷が200ｍを越える

と堤防から確認できた距離は平均139.9±13.3ｍ(SE)であった.河川敷幅が200ｍ以上ある場合に限

ると,調査者による平均確認距離が85～228ｍとばらつきが大きくなり,その差も有意になった(月.,９

＝6.19,Ｐ＜0.005)．

考察

調査経路を設定した堤防は,河川敷よりも５～7ｍほど高いので,見とおしが効くものの,河川敷

の幅が広くなってくると全域をカバーできなくなってきた.河川敷の幅が１００ｍくらいまでは,ほとんど

の調査者は全域をカバーできたと認識している.しかし,河川敷幅が100ｍ以上になると記録できな

い範囲が出てきて,さらに記録可能な距離がばらつき､調査者によっては１００ｍより狭くなる傾向が

みられた(図２)．これは,河川敷幅が記録可能限界と近く，限界距離となる場所が川のそばになる

場合,川面と烏のコントラストが強くなるため,対象の検出がしやすくなるが(Endlerl991)，さらに河

川敷が広くなり,限界距離となる場所がヨシ原の中になって緑の中に烏が埋もれてしまうと,背景の

植生と対象となる烏の視覚的な信号／雑音(S/N)比が減少してしまい,対象の検出が認識しづらく

なるため,調査者によっては記録可能範囲が狭まったと考えられる(Endlerl991)．対象を検出する
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際のS/N比が個人で異なることが,記録可能範囲をばらつかせているのだろう.河川敷幅が200ｍを

越えても,全域を記録可能と答えた調査者Ｄは,調査域で対象種を調査した経験があった.このこと

は,訓練によって対象の探索像が形成されている場合には,記録可能範囲を伸ばせることを意味し

ているかもしれない．

この調査で記録された記録可能範囲は堤防からの絶対距離でなく,調査区の河川敷面積に対す

るおおまかな割合を記録したものであるため,観察者によってカバー率の梢度もまちまちである.ま

た,調査者の認識と実際の対象種の記録率の関係についての怖報は得られていない.そのため，

堤防から離れるにしたがって,烏の記録率がどのように減少していくかという疑問には答えられな

い.しかし,河川敷の幅が100ｍまでならば,対象種を全域カバーできるとほぼ１００％の調査者が認

識していることから,堤防のような開けた見晴らしの良い環境において繁殖期の小鳥類のラインセン

サスの記録幅として１００ｍが妥当であろう.大きく目立つ対象種の場合,記録幅をもっと長くすること

ができるかもしれない．
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Manykindsoftransectcountshavebeenproposedtoestimatetherelativedensityofbirds、

Measurementofthedistanceorthebirdsけomthecensusrouteisimportantibrtheseestimates，

TheconditionswhichaiYbcttheestimatesofrelativedensityofbirdshavebeeniilllystudiedfbr

ibrGstbirdsi、Japan，ｂｕｔllewstudieshavebeenconducted(brbirdsinhabitingopenhabitatsIike

riverbeds・Thecriticaldistanceo「measurementfi℃mtheroutewasanalyzedfi･omthecensus

resuItsofapreviouspaper(NagataGta1.2003)．Thecensusii･omtheriverbankhadgoodvisibility

innneweatherconditions，becausetheriverbankshaveatleast5mhigherelevationthanthe

riverbed，andhaveanUnobstructedview・Thecoverageofthecensusarea，however，decreased

withincreasingvegelationwidlhbetweGntheriverbankandｔｈｅｏｐｅｎwater（Fig.１)．Though

complGtGcGhsuscoveragGhasbeenachievGdfbrthebeltsofvegetationasnarrowaslOOm，the

dislanceatwhichbirdscouldbGdG1Gctedduringacensuswashighlyvariableamongobservers

(Fig.２)．Fromtheseresults,lsuggestthecriticaldistanceofmeasurementisonlylOOmii･omthe

riverbankIbrsmallpasserinGsinjapan・Thisdistancemightbecomegreaterfbrlargerbirds．
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